指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・マイクロファイナンスとは何なのか，その目的と効果について学ばせる。
・マイクロファイナンスの成功例を見て，どのようなことを結論づけられているのかを把握させる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（pp. 22-23）

	指導のポイント
	・ユヌス氏の生まれたバングラデシュの経済状況を理解させる。
・マイクロファイナンスと目的と内容を確認させる。
・ユヌス氏個人について学び，研究させる。
・マイクロファイナンスの具体例を読み，なぜ成功したのかを理解させる。
・列挙・新情報の追加，対比のディスコースマーカーの確認をさせる。

	主な言語材料
	・so that S can ～
・as a result

・help to do
・point of view
・on the other hand
・not only ～ but also …

	2時間目
	パラグラフ４～５, True or False?（p. 23）

	指導のポイント
	・マイクロファイナンスがお金を貸し出すサービス以外に行っていることを確認させる。
・マイクロファイナンスプログラムが，グループを作ることで返済を確実にさせている特殊な仕組みについて理解させる。
・「小さなことを考えること」がどのように貧困層を救うのか，それがどのように世界を変えるのかを考えさせ，新たな例を模索させる。

	主な言語材料
	・provide ～ with …
・, so that ～
・Some ～, others … .
・be responsible for ～

	3時間目
	Comprehension (pp. 24-25)

	指導のポイント
	・センター試験などでも問われるパラグラフごとの設問形式に慣れさせるとともに，本文理解を深めさせる。
・設問を解き主題を理解させる。
・国立大入試必須の文章要約の基礎として，要約空所補充問題を解かせる。その際に本文での具体例は引用されていないことを確認させたい。

	主な言語材料
	・get out of ～


